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【平成29年第３回定例会】

　まちのお金はどう使われたのか　平成28年度決算	 ●２
　適正な議員定数、議員報酬は　特別委員会を設置	●６
　一般質問（４人が登壇）

　　　／150年記念事業／核のゴミ／中高一貫教育	 ●11
　より効率的な行財政運営に　第５次行政改革	 ●18　

広尾海上保安署の新しい「巡視船とかち」（650トン）が就役　（10月25日	撮影）

「愛と平和　感謝と奉仕」
サンタランドのまち 広尾町



2
広尾町議会だより　№173

チェック！

依
存
財
源

自
主
財
源

一般会計収入（歳入）合計 87億9351万円

平成29年
第３回
定例会

９/6～15
どう使われたのか

平
成
29
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
６
日
（
水
）

か
ら
15
日
（
金
）
ま
で
の
10
日
間
の
会
期
で
開
か

れ
ま
し
た
。
平
成
28
年
度
決
算
認
定
（
一
般
会
計

ほ
か
９
会
計
）
の
ほ
か
、
条
例
の
改
正
、
平
成
29

年
度
補
正
予
算
な
ど
が
提
案
さ
れ
、
本
会
議
・
委

員
会
で
の
審
議
の
結
果
、
全
議
案
を
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

※
議
案
審
議
結
果
は
10
ペ
ー
ジ
に
掲
載
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町税 9億5705万2411円（10.9％）　

分担金・負担金 2億2800万874円（2.6％）　

使用料・手数料 2億1194万7311円（2.4％）　

その他収入 6億4599万2007円（7.3％）　

地方交付税 37億830万7000円（42.2％）

国庫支出金（国からもらうお金）6億7389万9105円（7.7％）　

道支出金（北海道からもらうお金）10億9368万5456円（12.4％）
　

地方譲与税・交付金等 3億271万7834円（3.4％）　

町債（借金） 9億7191万2000円（11.1％）

平成28年度各会計収支（歳入・歳出）一覧

会　　計　　名 収入（歳入） 支出（歳出）

一般会計 87億9351万3998円 85億7707万8531円

港湾管理特別会計 1億2612万4616円 1億2507万1980円

簡易水道事業特別会計 8565万6278円 8361万9191円

下水道事業特別会計 4億3541万2744円 4億3264万7375円

国民健康保険事業勘定特別会計 11億7625万8294円 11億7488万8522円

介護保険特別会計 6億7512万5682円 6億5385万6687円

介護サービス事業特別会計 2億5281万7205円 2億5266万575円

後期高齢者医療特別会計 1億322万2310円 1億266万7352円

国民健康保険病院事業会計
収益的収支※１ 7億7311万8910円 8億3035万640円

資本的収支※２ 1億889万5559円 1億889万5559円

水道事業会計
収益的収支※１ 1億4555万7124円 1億5914万9033円

資本的収支※２ 0円 5845万9684円 ※３

（注）３月末現在の住民基本台帳
　　人口7,032人で計算したもの

町民１人あたりに
使われたお金
（一般会計）

約122万円
※特別会計等を含めると

約178万円

※１ 収益的収支～事業活動に伴い、発生
が予定されるすべての収入と支出

※２ 資本的収支～将来に備えて行う建設
改良や、建設改良に要した借金の返
済金などの支出と収入

※３ 収支の不足分は、留保資金などで　
カバー（補てん）
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次のページは

「決算審査特別委員会」

一般会計支出（歳出）合計 85億7707万円

議会費 8390万8111円（1.0％）　

総務費 9億9726万8678円（11.6％）　

民生費 15億1684万9837円（17.7％）

衛生費 7億4303万4891円（8.7％）　

農林水産業費 12億2432万5175円（14.3％）

商工費 3億141万6767円（3.5％）　

土木費 13億2680万2195円（15.4％）

消防費 3億5420万9979円（4.1％）　

教育費 7億9384万6701円（9.3％）

災害復旧費 2億70万1584円（2.3％）　

公債費（借金返済） 10億3471万4613円（12.1％）

借金（町債）残高の推移（全会計）

貯金（基金）残高の推移

平成28年度決算審査

【
一
般
会
計
決
算
の
概
要
】

まちのお金は

　

一
般
会
計
ほ
か
９
会
計
の

平
成
28
年
度
決
算
認
定
に
つ

い
て
、
決
算
審
査
特
別
委
員

会
（
小こ

田だ

英
勝
委
員
長
）
を

設
置
し
、
９
月
13
、
14
、
15

日
の
３
日
間
審
査
し
た
結
果
、

す
べ
て
の
会
計
を
「
認
定
す

べ
き
も
の
」
と
決
定
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
９
月
15
日
の

本
会
議
で
討
論
・
採
決
の
結

果
、
全
会
計
の
決
算
が
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

※
一
般
会
計
は
起
立
に
よ
る

採
決
を
行
い
ま
し
た
。

（
賛
否
の
内
訳
は
Ｐ
10
）

37
億
８
３
０
万
円
と
な
り
ま

し
た
。（
前
年
度
比
１
億
５

６
８
８
万
円
の
減
）

　

収
入
（
歳
入
）
合
計
額
は

87
億
９
３
５
１
万
円
（
前
年

度
比
17
・
５
％
減
）、
支
出

（
歳
出
）
合
計
額
は
85
億
７

７
０
７
万
円
（
前
年
度
比

18
・
０
％
減
）
と
な
り
ま
し

た
。収

入
の
42
・
２
％
を
占

め
る
地
方
交
付
税
は

町

税
収
入
は
前
年
度
比

２
・
９
％
増
の
９
億

５
７
０
５
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
徴
収
率
は
92
・
０
％（
昨

年
度
91
・
８
％
）
で
、
８
１

８
０
万
円
が
未
納
と
な
っ
て

い
ま
す
。

貯

金
（
基
金
）
残
高
は

合
計
で
前
年
度
比
10

・
９
％
増
の
28
億
８
３
８
３

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

借

金
（
町
債
）
残
高
は

合
計
で
１
６
７
億
９

５
９
２
万
円
と
な
り
、
前
年

度
比
１
・
４
％
の
減
と
な
り

ま
し
た
。

数字で見た広尾町の財政力（平成28年度）

項　　　目 Ｈ28 Ｈ27

財政力指数
高いほど、毎年必要なお金を自力で調
達できる。

0.212 0.201

経常収支比率
高いほど、自由に使えるお金が少なく
なる。
町村では75％以下が適正とされている。

85.1％ 87.9％

実質公債費比率
高いほど、収入の多くを借金の返済に
使うことになる。
25％を超えると借金を制限される。

7.9％ 7.9％

将来負担比率
高いほど、将来の財政が圧迫される可
能性が大きい。

93.4％ 105.1％

➡

➡

➡

➡

借金を
返すために
使いました
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もっと元気なまちに！

一
般
会
計

決算審査

特別委員会

平成28年度決算に

ついての質疑内容

を抜粋、要約して

お知らせします。

委 員 長　小
こ

田
だ

英勝

副委員長　浜頭　勝

9/6,13,14,15

音
調
津
陣
屋
線

西
広
尾
川
に
か
か
る
橋

の
建
設
工
事
の
進
捗
状

問況
と
今
後
の
見
通
し
は
。

の
ー
ま
ひ
ろ
お

答

国
道
３
３
６
号
が
通
行

止
め
と
な
っ
た
際
の
う

回
路
と
し
て
、
橋
の
建
設
が

進
ん
で
い
る
。
橋
脚
工
事
は

完
成
し
、
平
成
29
年
度
中
に

上
部
構
造
工
事
の
完
成
が
見

込
ま
れ
て
い
る
。
道
道
音
調

津
陣
屋
線
全
体
で
は
、
平
成

30
年
完
成
の
見
込
み
。

子
ど
も
農
山
漁
村
交
流

問

答

隊
員
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
業
務
に
つ
い
て
、
委

託
業
者
に
丸
投
げ
で
は
な
く
、

職
員
が
で
き
る
も
の
は
自
前

で
実
施
し
て
い
く
考
え
は
。

隊
員
の
委
嘱
か
ら
２
年

が
経
ち
、
職
員
も
業
務

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
一
定
程
度
習

得
し
た
の
で
、
次
年
度
以
降

は
職
員
が
業
務
を
行
っ
て
い

く
よ
う
検
討
し
た
い
。

問答

東
京
都
内
で
開
催
し
た

広
尾
町
フ
ェ
ア
に
つ
い

て
、
参
加
者
15
人
の
予
定
が

実
際
に
は
10
人
の
参
加
と
な

っ
た
の
に
、
委
託
料
が
変

わ
っ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

会
場
使
用
料
60
万
円
の

見
込
み
だ
っ
た
の
が
、

実
際
に
は
３
０
０
万
円
要
し

た
の
で
、
内
訳
を
調
整
し
て

旅
費
の
減
額
分
を
不
足
分
に

充
て
た
。

問答

一
般
会
計
の
時
間
外
勤
務
、
総
時
間
数
は
。

１
万
３
４
４
５
時
間
。（
１
人
平
均
１
５
５
時
間
）

問

答

現
在
シ
ー
サ
イ
ド
パ
ー

ク
に
あ
る
「
の
ー
ま
ひ

ろ
お
」を
、病
院
や
老
人
ホ
ー

ム
等
が
集
ま
る
保
健
福
祉
医

療
ゾ
ー
ン
に
移
転
す
る
考
え

は
な
い
の
か
。

「
の
ー
ま
ひ
ろ
お
」
か

ら
も
相
談
を
受
け
て
い

は
過
去
３
番
目
、
水
揚
げ
額

１
９
６
２
万
円
は
過
去
最
高

額
と
報
道
さ
れ
た
が
、
稚
魚

放
流
の
効
果
が
表
れ
て
い
る

と
考
え
て
い
る
か
。

　

ま
た
、
今
後
も
事
業
を
継

続
し
て
い
く
の
か
。

マ
ツ
カ
ワ
は
稚
魚
の
放

流
効
果
が
非
常
に
高
く
、

数
字
に
表
れ
て
い
る
と
考
え

て
い
る
。
町
に
と
っ
て
も
重

要
な
魚
種
で
あ
り
、
管
内
組

空
き
家
対
策

る
が
、
旧
丸
山
保
育
所
の
一

部
に
耐
震
性
が
な
い
こ
と
も

あ
り
、
協
議
が
整
っ
て
い
な

い
。
要
望
を
聞
き
、
よ
り
よ

い
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

空
き
家
対
策
の
成
果
は
。

問答

平
成
28
年
度
中
に
町
民

か
ら
相
談
が
あ
り
、
ア

ド
バ
イ
ス
等
を
し
た
結
果
、

平
成
29
年
度
に
２
件
空
き
家

が
除
去
さ
れ
た
。

カ
ラ
ス
の
駆
除
は
非
常

に
難
し
い
と
聞
い
て
い

る
が
、
銃
器
に
頼
る
だ
け
で

は
な
く
、
他
の
効
果
的
な
捕

獲
方
法
を
検
討
し
て
い
る
か
。

問答

カ
ラ
ス
に
よ
る
農
業
被

害
は
約
９
６
０
万
円
と

エ
ゾ
シ
カ
に
次
い
で
大
き
い
。

学
習
能
力
が
高
く
、
有
効
な

罠
の
設
置
場
所
確
保
が
難
し

い
状
況
に
あ
る
が
、
事
例
収

集
や
研
究
を
行
い
、
効
果
的

な
駆
除
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

町
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
さ
ー
た
ち
ゃ

ん
」
の
活
動
に
物
足
り
な
さ

を
感
じ
る
。
も
っ
と
活
躍
し

て
も
ら
い
た
い
。

問

町
内
ば
か
り
で
な
く
、

町
外
イ
ベ
ン
ト
の
申
し

込
み
も
あ
る
。
名
刺
へ
印
刷

し
て
い
る
団
体
も
あ
る
な
ど
、

さ
ー
た
ち
ゃ
ん

マ
ツ
カ
ワ
放
流

答 活
用
は
年
々
増
え
て
い
る
。

今
後
も
活
動
の
機
会
を
広
げ

て
い
く
。

平
成
28
年
の
マ
ツ
カ
ワ

水
揚
げ
量
15
・
８
ト
ン 郵便局のポストにも「さーたちゃん」が

地
域
お
こ
し
協
力
隊

問

カ
ラ
ス
駆
除

答

１年間のまちづくりの成果は
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「第３回定例会・行政報告」

広尾町を

花
火
大
会

合
長
会
か
ら
の
要
望
も
あ
る

の
で
、
引
き
続
き
事
業
を
実

施
し
て
い
く
。

数多くのイベントに出演している

「広尾サンタランド・ジャズスクール」

問
高
校
通
学
費
助
成

答 が
、
他
町
村
の
花
火
大
会
や

主
催
者
と
の
調
整
・
協
議
が

必
要
で
あ
り
、
日
程
の
変
更

は
難
し
い
。

　

今
年
度
か
ら
開
始
直
前
に

協
賛
企
業
名
を
読
み
上
げ
る

こ
と
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
間
を

短
縮
し
て
い
る
。

28
年
度
に
対
象
と
な
っ

た
９
人
の
内
訳
は
。

国
保
病
院
会
計

花
火
大
会
の
日
は
、
霧

に
見
舞
わ
れ
る
な
ど
天

問気
が
良
く
な
い
こ
と
が
多
い
。

日
程
の
変
更
は
考
え
て
い
な

い
か
。
ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

間
が
間
延
び
し
て
い
る
感
じ

が
す
る
。

近
年
８
月
の
第
１
週
で

日
程
を
固
定
し
て
い
る

答

問答

楽
器
は
自
前
で
用
意
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な

ど
、
親
の
負
担
も
大
き
い
。

子
ど
も
た
ち
が
入
り
や
す
い

体
制
を
作
る
た
め
の
支
援
は

で
き
な
い
か
。

お
り
、
ド
ラ
ム
や
キ
ー
ボ
ー

ド
な
ど
は
音
楽
団
体
か
ら
借

り
て
い
る
。
補
助
等
に
つ
い

て
、
今
後
検
討
し
た
い
。

森
林
組
合
出
資
金

管
楽
器
は
自
分
た
ち
で

用
意
し
て
い
た
だ
い
て

森
林
組
合
か
ら
の
出
資

配
当
金
は
そ
の
ま
ま
全

答
ジ
ャ
ズ
・
ス
ク
ー
ル

問

えりも町
目 　 黒 ３人

庶 　 野 １人

広 尾 町
音 調 津 １人

野 　 塚 ４人

額
出
資
さ
れ
て
お
り
、
年
度

末
現
在
高
は
７
１
６
万
円
と

な
っ
て
い
る
。
町
か
ら
の
出

資
額
は
森
林
組
合
全
体
の
出

資
額
の
何
％
に
あ
た
る
か
。

　

ま
た
、
い
つ
ま
で
出
資
を

続
け
る
の
か
。

病
院
経
営

増
資
後
で
10
・
６
％
と

な
る
。
森
林
組
合
の
自

問

立
経
営
体
制
確
立
を
目
的
に

配
当
金
を
全
額
出
資
し
て
お

り
、
当
面
続
く
も
の
と
考
え

て
い
る
。

決
算
に
か
か
る
監
査
委

員
か
ら
の
意
見
を
踏
ま

答

　

子
育
て
世
代
の
負
担
増
な

ど
町
民
生
活
は
厳
し
さ
を
増

し
て
い
る
。
高
齢
者
や
障
が

い
者
、
低
所
得
者
の
生
活
を

支
え
、
住
民
福
祉
の
向
上
を

図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ま
た
、
委
託
事
業
の
名
目

で
業
者
に
丸
投
げ
し
、
精
査

に
欠
け
て
い
る
状
況
で
は
、

こ
れ
か
ら
始
ま
る
行
政
改
革

に
つ
い
て
も
危
惧
せ
ざ
る
を

得
な
い
。

　

以
上
の
理
由
で
、
本
決
算

認
定
に
反
対
す
る
。

　

限
ら
れ
た
財
源
で
産
業
振

興
や
医
療
・
福
祉
・
教
育
・

子
育
て
へ
の
継
続
支
援
を
行

い
、
町
民
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
事
業
に
努
め
る
内
容
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
財
政
健
全

化
へ
の
努
力
も
認
め
ら
れ
る
。

　

効
率
的
・
効
果
的
な
予
算

編
成
で
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
と

要
望
に
応
え
ら
れ
る
行
政
執

行
に
期
待
し
、
本
決
算
認
定

に
賛
成
す
る
。

反対 討
論
（
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
）

住
民
の
福

祉
向
上
を

小お

田だ

雅
二 

議
員

賛成

財
政
健
全

化
へ
努
力

山
谷
照
夫 

議
員

え
、
ど
ん
な
対
策
を
講
じ
た
か
。

収益確保に取り組む町立病院

こ
こ
数
年
の
病
院
決
算

状
況
が
悪
い
中
、
医
業

収
益
の
確
保
に
重
点
を
置
き
、

職
員
の
退
職
不
補
充
や
入
院

基
本
料
13
対
１
の
取
得
、
身

近
な
病
院
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め

町
広
報
に
「
町
立
病
院
だ
よ

り
」
を
掲
載
し
た
り
、
医
師

を
町
内
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
に

派
遣
す
る
な
ど
対
策
を
取
っ

て
い
る
。



6
広尾町議会だより　№173広尾町議会だより　№184

6

特別委員会を設置し、調査スタート
　

十
勝
管
内
で
も
浦
幌
町
や

中
札
内
村
な
ど
で
欠
員
に
な
っ

て
い
る
な
ど
、
地
方
議
会
の

議
員
の
な
り
手
不
足
は
深
刻

な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
浦

幌
町
議
会
で
は
な
り
手
不
足

対
策
を
協
議
し
、
検
証
結
果

を
ま
と
め
た
ほ
か
、
十
勝
町

村
議
会
議
長
会
が
２
月
に
『
議

員
報
酬
（
月
額
）「
十
勝
標
準
」

の
試
算
に
つ
い
て
」
を
取
り

ま
と
め
る
な
ど
、
議
員
定
数

や
報
酬
に
つ
い
て
の
議
論
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
昨
年
４
月
に
行
わ

れ
た
町
議
会
議
員
選
挙
（
定

数
13
）
は
、
立
候
補
者
が
定

数
を
超
え
な
か
っ
た
た
め
、

無
投
票
当
選
と
な
り
ま
し
た
。

議
員
の
な
り
手
不
足
は
本
町

に
お
い
て
も
喫
緊
の
課
題
で

あ
り
、
議
論
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
第
３
回
定
例
会

最
終
日
（
９
月
15
日
）
に
議

長
を
除
く
全
議
員
で
構
成
す

る
「
議
員
定
数
等
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会
」（
浜
頭

勝
委
員
長
、
小お

田だ

雅
二
副
委

員
長
）
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
委
員
会
で
他
町
村

議
会
の
状
況
や
な
り
手
不
足

町村名
人口（単位：人） 議員

定数
（人）

議　員　報　酬（単位：円）

(Ｈ29.3月末住基） 議　長 順位 副議長 順位 議　員 順位

音更町 45,058 20 351,000 1 275,000 1 235,000 1

幕別町 27,087 20 323,000 2 258,000 2 212,000 2

芽室町 18,772 16 306,000 4 244,000 4 204,000 3

清水町 9,584 13 275,000 14 219,000 13 183,000 10

本別町 7,276 12 292,000 9 230,000 9 185,000 7

足寄町 7,076 13 300,000 5 235,000 5 188,000 5

広尾町 7,068 13 294,000 8 235,000 5 185,000 7

池田町 6,946 12 296,000 6 234,000 7 185,000 7

士幌町 6,170 12 310,000 3 245,000 3 195,000 4

新得町 6,149 12 296,000 6 233,000 8 188,000 5

大樹町 5,635 12 270,000 15 215,000 15 175,000 13

鹿追町 5,448 11 290,000 10 227,000 10 183,000 10

浦幌町 4,935 11 280,000 12 220,000 12 175,000 13

上士幌町 4,879 11 261,000 16 210,000 16 165,000 16

中札内村 3,933 8 254,000 18 201,000 18 161,000 18

更別村 3,246 8 258,000 17 203,000 17 162,000 17

豊頃町 3,204 9 278,000 13 221,000 11 178,000 12

陸別町 2,457 8 286,000 11 217,000 14 175,000 13

十勝管内各町村の議員定数・議員報酬

広尾町でも平成16年、28年の町議選は無投票に

※議員定数～平成29年６月１日現在

※議員報酬～平成29年２月24日現在

の
原
因
、
適
正
な
議
員
報
酬
・

議
員
定
数
に
つ
い
て
調
査
し

て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
議
会
報
告
会
や
懇

談
会
で
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら

も
意
見
を
お
聞
き
す
る
予
定

と
し
て
い
ま
す
。

平成29年

第３回

定例会

9/6～15

まちの現状に合った
　議員定数、議員報酬は

地
方
議
会
で

　
　

深
刻
な
問
題
に

議員の
なり手
不　足
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次のページは

「意見書・陳情・補正予算」

その他決まったこと

◎任期満了による教育委員の任命に同意しまし

た。

　大森　敬子さん（再任）

　任期：平成29年12月１日～平成33年11月30日

◎港湾用地1341㎡を売却しました。

【売却価格】1375万8660円

【売却相手方】池下産業株式会社（字茂寄）

◎他の条例との整合性を図るため、広尾町議会

基本条例を改正しました。

◎法改正に伴い、公営住宅管理条例、共同住宅

管理条例の必要事項を改正しました。

◎十勝港港湾内の利用秩序の維持を図るため、

港湾内での遊泳や正当な理由なく潜水する行

為について、刑法上の罰則（科料）を設ける

規定を追加しました。（平成29年10月１日施行）

◎老朽化により使用していなかった豊似公民館

を解体撤去することから、関係条例を廃止し

ました。

◎事務組合規約を変更しました。（３組合、構

成団体の変更があったもの）

◎公用車の事故に伴う損害賠償の和解、賠償額

を決定しました。

普通交付税

５年連続で

　

平
成
29
年
度
の
普
通
交
付

税
決
定
額
は
、
32
億
２
３
９

７
万
５
０
０
０
円
と
な
り
、

前
年
度
と
比
べ
て
１
億
６
１

７
８
万
円
、
４
・
８
％
の
減

と
な
っ
た
。

第
５
次
行
政
改
革

大
綱
の
策
定

公
用
車
の
交
通
事
故

　

決
算
に
基
づ
く
町
財
政
の

「
健
全
化
判
断
比
率
」
と
「
資

金
不
足
比
率
」
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
決
算
の
「
健

全
化
判
断
比
率
の
状
況
」
は

下
の
表
の
と
お
り
で
す
が
、

い
ず
れ
も
国
の
基
準
を
下
回

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

広
尾
町
は
赤
字
（
支
出
が

収
入
を
上
回
る
）
が
発
生
し

４
つ
の
指
標
は
い
ず
れ
も

基
準
下
回
る

町
財
政
の
健
全
化
判
断
比
率

て
い
な
い
の
で
、「
実
質
赤

字
比
率
」
と
「
連
結
実
質
赤

字
比
率
」
は
算
定
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

　

平
成
28
年
度
の
「
実
質
公

債
費
比
率
」
全
道
平
均
（
速

報
値
）
は
７
・
７
％
。「
将
来

負
担
比
率
」
全
道
平
均
（
速

報
値
）
は
51
・
６
％
で
、
比

較
す
る
と
広
尾
町
は
高
い
数

値
と
な
っ
て
い
ま
す
。

財政健全化法に基づく「健全化判断比率」

比率名 28年度 早期健全化基準

実質赤字比率 赤字なし  15.0％

連結実質赤字比率 赤字なし  20.0％

実質公債費比率  7.9％  25.0％

将来負担比率 93.4％ 350.0％

　

第
４
次
行
政
改
革
か
ら
引

き
継
い
だ
「
効
率
的
な
行
財

政
運
営
の
執
行
」
を
基
本
方

針
に
掲
げ
、
将
来
に
わ
た
り

豊
か
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た

め
に
、
平
成
30
年
度
か
ら
平

成
36
年
度
ま
で
を
計
画
期
間

と
し
た
大
綱
を
策
定
。

（
関
連
記
事
を
18
～
19
ペ
ー

ジ
に
掲
載
）

　

７
月
21
日
に
町
内
の
駐
車

場
に
お
い
て
、
公
用
車
が
後

方
確
認
を
怠
っ
た
車
両
と
接

触
す
る
事
故
が
発
生
し
た
。

こ
の
事
故
に
よ
る
ケ
ガ
人
は

い
な
か
っ
た
。

　

国
の
保
険
税
算
定
シ
ス
テ

ム
の
不
備
な
ど
に
よ
り
、
該

当
者
22
人
に
対
し
、
１
７
５

万
３
０
０
０
円
の
還
付
が
発

生
し
た
。

　

平
成
30
年
４
月
か
ら
開
設

予
定
の
「
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
事
業
所
及
び
サ
ー

ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
」

の
用
地
と
し
て
町
有
地
を
売

却
処
分
し
た
。

【
売
却
地
（
面
積
）】

丸
山
通
北
４
丁
目
65
番
地
８

（
４
６
１
２
・
10
㎡
）

【
売
却
額
】

１
８
７
０
万
円

【
売
却
の
相
手
方
】

ケ
ア
ハ
ウ
ス
グ
ラ
ン
パ
ラ
ン

Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｏ
株
式
会
社

国
保
税
の
軽
減
判
定
誤
り

町
有
地
の
売
却

減少

※「小規模多機能型居宅介護事業所及びサービス付き高齢者向け住宅」
については、９月１日発行の議会だより第183号の５ページに掲載
しています。

交付税額 前年度比

平成25年度 38億2218万2000円 △0.7％

平成26年度 36億 548万8000円 △5.7％

平成27年度 35億4700万7000円 △1.6％

平成28年度 33億8575万5000円 △4.5％

平成29年度 32億2397万5000円 △4.8％

普通交付税の推移

村
瀨
町
長
か
ら
の

※
内
容
は
要
約
し
て
い
ま
す
。

行

政

報

告

行

政

報

告

※
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②

と
と
し
た
。

　

交
渉
分
野
は
27
分
野
に
及

び
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
水
準
を
上
回
る

ソ
フ
ト
チ
ー
ズ
の
関
税
撤
廃

な
ど
、
日
本
の
農
林
業
、
北

海
道
の
酪
農
へ
の
打
撃
は
計

り
知
れ
な
い
。

　

国
民
生
活
全
般
に
影
響
を

も
た
ら
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ

る
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
「
大
枠
合
意
」

の
撤
回
を
強
く
要
望
す
る
。

広尾町議会だより　№184
8

提
出
者　
　

浜
頭　

勝
議
員

　

北
海
道
の
森
林
が
持
つ
多

面
的
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
た

め
に
は
、
森
林
資
源
の
循
環

利
用
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
林
業
・
木
材
産
業
の

成
長
産
業
化
は
雇
用
・
所
得

の
拡
大
に
よ
る
地
方
創
生
に

も
大
き
く
貢
献
す
る
も
の
で

あ
り
、
次
の
こ
と
を
強
く
要

望
す
る
。

①
市
町
村
が
森
林
整
備
を
進

め
る
財
源
と
し
て
森
林
環

境
税
（
仮
称
）
の
早
期
創

設
②
森
林
整
備
・
治
山
事
業
の

財
源
確
保

③
森
林
整
備
か
ら
木
材
の
加

工
・
流
通
、
利
用
ま
で
の

一
体
的
な
取
り
組
み
に
対

す
る
支
援
措
置
の
充
実
・

強
化

※
同
意
見
書
の
提
出
を
求
め

る
陳
情
が
広
尾
町
森
林
組

合
か
ら
あ
り
、「
み
な
し

採
択
」
と
な
り
ま
し
た
。

提
出
者　
　

前
崎　

茂
議
員

　

日
本
政
府
は
多
く
の
国
民

や
農
業
者
の
反
対
の
声
を
無

視
し
、
交
渉
経
過
や
影
響
試

算
を
一
切
明
ら
か
に
し
な
い

ま
ま
、
Ｅ
Ｕ
と
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
（
経

済
連
携
協
定
）
交
渉
で
大
枠

合
意
を
行
い
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環

太
平
洋
連
携
協
定
）
並
み
の

関
税
撤
廃
と
削
減
を
行
う
こ

森林資源の循環利用を

林
業
・
木
材
産
業
の
成

長
産
業
化
に
向
け
た
施

策
の
充
実
・
強
化
を
求

め
る
意
見
書

広尾町では毎年植樹祭を開催

提
出
者　
　

北
藤
利
通
議
員

　

教
職
員
定
数
の
未
充
足
な

ど
の
状
況
は
顕
著
で
あ
り
、

約
８
割
の
教
職
員
が
厚
労
省

に
よ
る
時
間
外
労
働
過
労
死

ラ
イ
ン
を
超
え
る
時
間
外
勤

務
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
家
庭
・
子
ど
も
の

貧
困
と
格
差
は
改
善
さ
れ
ず
、

学
習
権
を
含
む
子
ど
も
の
人

権
が
保
障
さ
れ
て
い
な
い
状

況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
次
の

こ
と
を
強
く
求
め
る
。

①
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
の
堅
持
と
負
担
率
１
／

２
へ
の
復
元

②
「
30
人
以
下
学
級
」
の
早

期
実
現
と
教
職
員
定
数
改

善
の
早
期
実
行

③
教
頭
・
養
護
教
諭
・
事
務

職
員
の
全
校
配
置
の
実
現

④
保
護
者
負
担
の
解
消
、
国

の
教
育
予
算
確
保
と
拡
充

⑤
教
職
員
の
多
忙
と
超
過
勤

務
の
実
態
解
消
に
向
け
た

対
策
の
早
期
実
現

⑥
高
校
授
業
料
無
償
制
度
の

所
得
制
限
撤
廃
を
実
現

①

意見書５件を可決し、国等へ提出

※内容は要約しています。

義
務
教
育
費
国
庫
負
担

率
の
復
元
な
ど
、国
の
教

育
予
算
確
保
・
拡
充
及
び

教
職
員
の
超
過
勤
務
解

消
を
求
め
る
意
見
書

※

日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
「
大
枠
合
意
」

の
撤
回
を
求
め
る
意
見
書

③

介
護
難
民
を

　
　

増
や
さ
な
い
で

介
護
保
険
の
負
担
増
及

び
介
護
抑
制
策
の
導
入

中
止
を
求
め
る
意
見
書

④提
出
者　
　

旗
手
恵
子
議
員

　

国
は
、
平
成
27
年
か
ら
実

施
し
た
介
護
保
険
利
用
者
の

２
割
負
担
導
入
の
影
響
を
調

査
せ
ず
、
現
役
並
み
世
帯
の

３
割
負
担
導
入
を
決
め
た
。

　

ま
た
、
介
護
認
定
や
介
護

給
付
を
抑
制
し
た
自
治
体
や

自
立
支
援
の
成
果
を
上
げ
た

事
業
者
が
優
先
的
に
財
政
支

援
を
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
も

導
入
す
る
と
し
た
。

　

平
成
29
年
４
月
か
ら
一
部

サ
ー
ビ
ス
が
市
町
村
に
よ
る

新
総
合
事
業
に
移
行
さ
れ
、

保
険
料
は
引
き
上
げ
る
一
方

で
給
付
は
切
り
下
げ
ら
れ
る

実
態
と
な
っ
て
い
る
。

　

多
数
の
介
護
難
民
を
生
む

利
用
者
の
負
担
増
、
介
護
給

付
削
減
へ
と
自
治
体
や
事
業

者
を
競
わ
せ
る
仕
組
み
の
導

入
を
行
わ
な
い
よ
う
強
く
要

望
す
る
。

提
出
者　
　

志
村
國
昭
議
員

　

地
方
自
治
体
は
、
厳
し
い

財
政
事
情
を
抱
え
な
が
ら
、

国
を
上
回
る
行
財
政
改
革
を

実
施
し
、
必
要
な
財
源
を
捻

出
し
て
い
る
。
基
金
は
不
慮

の
自
然
災
害
や
住
民
の
福
祉

向
上
な
ど
、
将
来
の
行
政
需

要
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
歳

出
削
減
に
努
め
な
が
ら
積
み

立
て
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

　

２
０
１
８
年
度
の
政
府
予

算
と
地
方
財
政
の
検
討
に
当

た
り
、
基
金
残
高
を
地
方
財

政
計
画
へ
反
映
し
な
い
こ
と

を
強
く
求
め
る
。

適
正
な
地
方
財
政
計
画
の

策
定
を
求
め
る
意
見
書

⑤

植えて育てて、伐って使って、また植える

※みなし採択（不採択）
　同一会期中にすでに同じ内容の議案や請願等が議決さ
れている請願・陳情について、先に議決した結果をそ
の請願等の結果とみなして処理する取扱いのこと

内閣総理大臣～全意見書、衆議院議長・参議

院議長～①②③④、総務大臣・財務大臣～①

②⑤、文部科学大臣～①②、農林水産大臣～

①③、経済産業大臣・国土交通大臣・環境大臣・

復興大臣～①、内閣府特命担当大臣（地方創

生、規制改革担当）～②、厚生労働大臣～④

提出先

STOP
負担増
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こ
の
事
業
の
財
源
は
。

ま
た
、
企
業
版
ふ
る
さ

　

法
に
基
づ
く
地
域
再
生
計

画
が
国
か
ら
認
定
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
事
業
に
対
す
る

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
計
画

に
基
づ
き
実
施
す
る
イ
ベ
ン

ト
へ
の
出
展
、
首
都
圏
で
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
や
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
製
作
費
、
学
校
給
食

に
提
供
す
る
食
材
費
な
ど
の

予
算
を
追
加
計
上
し
ま
し
た
。

広尾町議会だより　2017年12月１日
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次のページは「議案賛否・議員の出欠」

「一般質問」『150年記念事業』

と
納
税
の
状
況
は
。

予算審査特別委員会

一般会計ほか９会計の平成29年度補正予算案10件を、
９月６日に設置された予算審査特別委員会に付託。
同委員会で審査を行い、全補正予算を原案のとおり
可決すべきと決定しました。

委 員 長　山谷　照夫　
副委員長　萬亀山ちず子 ９/６，７

一般会計 ④
76億2312万円 2億8371万円

港湾管理特別会計 ②
1億2170万円 1480万円

簡易水道事業特別会計 ②
6263万円 97万円

下水道事業特別会計 ③
5億419万円 45万円

国保事業勘定特別会計 ②
12億7255万円 1193万円

介護保険特別会計 ②
7億3362万円 1438万円

介護サービス事業特別会計 ②
2億5702万円

※増減なし
財源内訳の補正

後期高齢者医療特別会計 ①
1億720万円

※増減なし
財源内訳の補正

国保病院事業会計 ①
　収益的収入・支出

8億6788万円 97万円

水道事業会計 ②
　収益的支出

1億6300万円 21万円

平成29年度 補正予算の内訳

減

増

増

増

※会計名の後の丸印は補正回数
（１万円未満切り捨て）

増

増

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
事
業
は
高

く
評
価
し
て
い
る
が
、
参
加

者
の
旅
費
全
て
が
広
尾
町
の

負
担
で
あ
る
な
ど
大
き
な
問

題
が
あ
る
こ
と
を
以
前
か
ら

指
摘
し
て
き
た
。

　

今
回
の
補
正
予
算
で
も
委

託
料
の
積
算
方
法
な
ど
に
大

き
な
疑
問
が
あ
る
。
内
容
が

全
く
精
査
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
か
ら
も
強
く
反
対
す
る
。

　

委
託
料
の
単
価
も
高
額
で

あ
り
、
実
態
と
大
き
く
か
け

離
れ
て
い
る
。

　

町
財
政
も
厳
し
く
、
来
年

度
か
ら
各
種
料
金
の
値
上
げ

や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
が

予
定
さ
れ
て
お
り
、
住
民
負

担
を
強
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

今
回
の
補
正
予
算
は
不
要

不
急
で
あ
り
、
本
修
正
案
に

賛
成
す
る
。

　

小お

田だ

雅
二
委
員
か
ら
、
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
事
業
に
か
か
る

委
託
料
２
９
７
万
円
を
減
額

す
る
修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
が
、
賛
成
少
数
で
否
決

さ
れ
ま
し
た
。

漁村ホームステイ

修正案提出されるも否決

ホームステイ
事業費

修正案は
否決

賛成３、反対８

不
要
不
急
な
予
算

討　論

修
正
案
に
賛
成

ＰＲ費用などを追加

子ども農山漁村交流から始める
まち・ひとづくり事業

487万円

企
業
か
ら
の
指
定
寄
附

が
１
０
２
万
円
、
ま
た

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
申

出
書
15
件
８
９
０
万
円
分
を

既
に
受
け
て
い
る
。
ほ
か
に

昨
年
度
の
寄
附
金
積
立
分
か

ら
３
２
１
万
円
を
充
て
る
。

　

今
後
は
事
業
に
対
す
る
指

定
寄
付
金
を
財
源
と
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

農
山
漁
村
交
流
フ
ォ
ー

ラ
ム
（
仮
称
）
の
内
容
は
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
事
業
を

Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
東
京

全
て
業
者
に
委
託
で
は

な
く
、
も
っ
と
職
員
が

問

問

答

答都
内
で
来
年
２
月
に
開
催
予

定
。
講
演
や
事
例
紹
介
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な

ど
を
行
い
、
２
０
０
人
程
度

の
参
加
者
を
予
定
し
て
い
る
。

問関
わ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

専
門
的
な
業
務
を
委
託

し
て
い
る
。
職
員
に
も

答学
ば
せ
た
い
が
、
今
の
体
制

で
は
無
理
が
あ
る
。

内
容
に
大
き
な
疑
問

前
崎　

茂
委
員

増

増

浜野 萬亀山 北藤 前崎 志村 山谷 星加 渡辺 こだ おだ 旗手 浜頭 堀田 採決結果

× × × ○ × － × × × ○ ○ × 否決 (3-8）

※山谷委員は委員長のため、採決には加わりません。

一般会計補正予算にかかる修正案の賛否
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平成29年 第３回定例会 議案審議結果
●賛否のあった議案（議案名は一部省略しています）

議　　案　　名

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

議決
結果

浜
野　

隆

萬
亀
山
ち
ず
子

北
藤
利
通

前
崎　

茂

志
村
國
昭

山
谷
照
夫

星
加
廣
保

渡
辺
富
久
馬

小こ

田だ

英
勝

小お

田だ

雅
二

旗
手
恵
子

浜
頭　

勝

堀
田
成
郎

平成28年度一般会計決算認定 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ －
認定

（9-3）

※堀田議員は議長のため、採決には加わりません。

賛成：○　　反対：×　　欠：欠席

※全会一致した議案の掲載は省略しています。

（２）委員会 ○：出席　×：欠席　遅：遅参　早：早退　－：所属外

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13

議 員 名 浜
野

萬
亀
山

北
藤

前
崎

志
村

山
谷

星
加

渡
辺

小こ

田だ

小お

田だ

旗
手

浜
頭

堀
田開催日 開催会議名・主な内容

７／28 議会広報編集会議 － ○ × － － ○ － － ○ － ○ ○ －

７／31 第３回総務常任委員会 － ○ － － － ○ － － ○ ○ × ○ ○

８／８ 第３回産業常任委員会 ○ － ○ ○ ○ － ○ ○ － － － － ○

８／17 第３回議会広報特別委員会 － ○ ○ － － ○ － － ○ － ○ ○ ×

９／１ 第４回議会運営委員会 ○ － － ○ ○ － ○ ○ － ○ － ○ ○

９／６ 決算審査特別委員会（正副委員長互選） ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

９／６ 予算審査特別委員会（正副委員長互選） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

９／７ 予算審査特別委員会（補正） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

９／13 決算審査特別委員会 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

９／14 決算審査特別委員会 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

９／15 決算審査特別委員会 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

９／15 議員定数等に関する調査特別委員会（正副委員長互選） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

９／15 議会広報編集会議 － ○ ○ － － ○ － － ○ － ○ ○ －

※堀田議員は議長のため、各委員会に所属していませんが、オブザーバーとして出席しています。
※副議長の浜頭議員は、議会運営委員会にオブザーバーとして出席しています。

※予算審査特別委員会は、議長を除く議員、決算審査特別委員会は議長、議選監査委員を除く議員で構成されています。

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13

議 員 名 浜
野

萬
亀
山

北
藤

前
崎

志
村

山
谷

星
加

渡
辺

小こ

田だ

小お

田だ

旗
手

浜
頭

堀
田開催日 開催会議名・主な内容

６／20 広尾町議会議員研修会 ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ 遅早 ○ ○ ○

7/4～5 全道議員研修会（札幌市） ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○

８／17 議会モニター会議 － ○ ○ ○ － － － ○ ○ － － ○ ○

８／21 うみやま議員交流・研修会（芽室町） × ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○

８／23 第５回議員協議会 ○ ○ 早 ○ ○ ○ ○ 早 ○ ○ ○ 遅 ○

９／12 第６回議員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○：出席　×：欠席　遅：遅参　早：早退　－：対象外（３）議員協議会・研修・その他

（平成29年６月定例会終了後～平成29年９月定例会まで）

議員の会議等出欠状況をお知らせします

（１）定例会・臨時会 ○：出席　×：欠席　遅：遅参　早：早退

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13

議 員 名 浜
野

萬
亀
山

北
藤

前
崎

志
村

山
谷

星
加

渡
辺

小こ

田だ

小お

田だ

旗
手

浜
頭

堀
田開催日 開催会議名・主な内容

７／３ 第３回臨時会（工事契約締結など） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○

９／６ 第３回定例会（条例改正など） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

９／７ 第３回定例会（補正予算） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

９／12 第３回定例会（一般質問） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

９／15 第３回定例会（決算認定、意見書など） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

開催日数計 ５日 出席日数計 ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ４ ４ ５ ５ ５

※浜頭議員は公務出席のため、８月23日の議員協議会を遅参しています。
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次のページも「一般質問」

『ホームページ・Ｊアラート・核のゴミ・ＥＰＡ』
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小
お

田
だ

雅二 議員

厳
し
い
財
政
状
況

で
大
規
模
な
行
政

改
革
を
行
い
、
必
要
な
事
業

が
先
送
り
さ
れ
る
。
加
速
す

る
人
口
減
少
で
20
年
、
30
年

先
に
は
、
空
き
地
と
空
き
家

ば
か
り
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
も

ま
ま
な
ら
な
い
ゴ
ー
ス
ト
タ

ウ
ン
化
し
た
町
の
姿
が
想
定

さ
れ
る
。

　

１
５
０
年
と
い
う
節
目
を

お
祝
い
事
と
し
て
捉
え
る
の

で
は
な
く
、
次
の
世
代
に
残

す
べ
き
広
尾
の
姿
を
よ
り
良

い
も
の
と
す
る
た
め
の
事
業

や
方
策
を
考
え
る
機
会
と
し

て
、
予
算
を
執
行
す
べ
き
。

そ
れ
が
行
政
と
議
会
に
課
せ

ら
れ
た
命
題
と
思
う
が
、
町

長
の
考
え
は
。

一 般 質 問
一般質問とは・・・

議員が定例議会で町長などに執行機関の考え方について
報告を求めたり、疑問をただすことです。
広尾町議会では１回目が一括質問方式、２回目以降は
一問一答方式となっています。
※議会だよりでは、内容を要約して掲載しています。

９月定例会では、
４人の議員が一般質問を
行いました。

広尾サンタランドマスコットキャラクター

「さーたちゃん」

町
の
将
来
を

考
え
る
機
会
に
し
た
い

将
来
を
見
据
え
た

１
５
０
年
記
念
事
業
を

町
長

村
瀨
町
長

答
弁

●一般質問　項目一覧

小
お

田
だ

雅二議員

将来を見据えた150年記念事業を Ｐ11

町ホームページ　リニューアルはいつ頃？
Ｐ12

Ｊアラート　その仕組みは

前崎　茂議員
「核のゴミ」最終処分場受け入れにＮＯ！を

Ｐ13
日欧ＥＰＡ　本町の影響と対策は

旗手恵子議員
国保の都道府県化　保険税はどうなる？

Ｐ14
先進事例を参考に 冬期雇用対策に力を

浜頭　勝議員 中高一貫教育の成果と今後の課題は Ｐ15

質
問

　

来
年
予
定
し
て
い
る
１
５

０
年
記
念
事
業
は
、
記
念
事

業
推
進
本
部
を
立
ち
上
げ
、

記
念
式
典
な
ど
を
検
討
す
る

総
務
部
会
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど

この子たちの未来に何を残せるか

を
検
討
す
る
事
業

部
会
を
設
置
し
、

現
在
具
体
的
内
容

を
協
議
し
て
い
る
。

　

町
民
皆
さ
ん
で

本
町
の
歴
史
、
伝

統
な
ど
に
感
謝
し
、

将
来
に
向
け
て
何

を
す
べ
き
か
考
え

る
大
き
な
機
会
に

し
て
い
き
た
い
。

　

本
町
が
抱
え
る

厳
し
い
財
政
状
況

や
社
会
情
勢
な
ど

も
考
え
な
が
ら
、

必
要
最
小
限
の
事

業
費
で
町
民
の
記
憶
に
残
る

事
業
を
実
施
し
た
い
。
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村
瀨
町
長

答
弁

質
問

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
は
、
他
の
自
治

体
と
比
較
す
る
と
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
す
べ
き
時
期
が
す
で
に

到
来
し
て
い
る
よ
う
に
思
う

が
、
い
つ
頃
を
予
定
し
て
い

る
か
。

　

現
在
、
行
事
カ
レ
ン
ダ
ー

な
ど
の
更
新
が
遅
い
よ
う
に

見
受
け
ら
れ
る
が
、
ど
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
更
新
し
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
外
国
語
で
表
示
で
き
な

い
の
か
。

　

大
樹
町
で
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

設
置
場
所
が
分
か
り
や
す
く

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
本
町
で

の
対
応
は
。

　

本
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、

平
成
18
年
に
全
面
的
な
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
し
て
い
る
が
、

そ
の
後
は
部
分
的
な
改
良
の

み
を
行
っ
て
い
る
。
当
面
は

厳
し
い
財
政
状
況
も
あ
り
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
予
定
は
な

い
。

　

行
事
カ
レ
ン
ダ
ー
等
は
、

前
月
１
日
に
更
新
し
て
い
る
。

ま
た
、
外
国
語
の
表
示
は
、

多
言
語
対
応
の
シ
ス
テ
ム
導

入
に
多
額
の
費
用
が
か
か
る

た
め
、
現
在
は
予
定
し
て
い

な
い
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
場
所
の
案
内

町ホームページ　リニューアルはいつ頃？

小
お

田
だ

雅二 議員

当面、予定はない町長

に
つ
い
て
は
、

設
置
場
所
マ
ッ

プ
の
掲
載
に
向

け
、
作
業
を
進

め
て
い
る
。

見やすくわかりやすい情報発信を

消
防
庁
か
ら
発
信
さ
れ
、

　

防
災
行
政
無
線
が
自
動
起
動

Ｊ
ア
ラ
ー
ト　

そ
の
仕
組
み
は

町
長

小
お

田
だ

雅二 議員質
問

８
月
29
日
に
北
朝

鮮
か
ら
弾
道
ミ
サ

イ
ル
が
発
射
さ
れ
、
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ

ム
）
が
作
動
し
た
が
、
一
部

町
村
で
は
機
器
が
全
く
作
動

し
な
か
っ
た
。
ま
た
、
道
庁

か
ら
各
市
町
村
等
へ
被
害
状

況
を
確
認
す
る
た
め
フ
ァ
ッ

ク
ス
に
よ
る
伝
達
が
行
わ
れ

た
が
、
誤
っ
て
「
訓
練
」
と

し
て
送
信
さ
れ
た
。
緊
急
時

に
お
け
る
体
制
の
不
備
に
多

く
の
住
民
が
不
安
を
感
じ
た
。

　

広
尾
町
は
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
が

適
切
に
作
動
し
た
が
、
ど
の

よ
う
な
仕
組
み
と
な
っ
て
い

る
の
か
。
今
後
に
お
け
る
教

訓
等
は
あ
る
か
。

村
瀨
町
長

答
弁

　

今
回
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
時

に
本
町
で
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト

に
よ
り
自
動
起
動
し
た
防
災

行
政
無
線
、
携
帯
電
話
の
エ

リ
ア
メ
ー
ル
で
町

民
に
対
し
、
２
回

情
報
伝
達
を
行
っ

た
。
Ｊ
ア
ラ
ー
ト

に
よ
る
自
動
起
動

の
た
め
、
消
防
庁

か
ら
発
信
さ
れ
た

内
容
が
そ
の
ま
ま

伝
達
さ
れ
る
。

　

今
後
の
対
応
に

つ
い
て
は
、
現
在

の
と
こ
ろ
新
聞
等

か
ら
情
報
を
得
て

対
策
を
講
じ
る
以

外
に
な
く
、
危
機

管
理
対
策
の
担
当

課
で
は
必
要
に
よ

り
、
休
日
等
で
も

自
宅
待
機
な
ど
の
対
応
を
行

い
、
万
が
一
の
場
合
に
備
え

て
い
る
。

もしもの場合は情報を確認し、落ち着いた行動を
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村
瀨
町
長

答
弁

質
問

７
月
28
日
、

政
府
は
原
発

か
ら
出
る
高
レ
ベ
ル
放

射
性
廃
棄
物
「
核
の
ゴ

ミ
」
の
最
終
処
分
に
適

し
た
地
域
を
示
す
「
核

の
ゴ
ミ
マ
ッ
プ
」
を
公

表
し
、
十
勝
で
は
本
町

を
は
じ
め
幕
別
、
浦
幌
、

豊
頃
、
大
樹
町
の
５
町

が
最
適
地
と
さ
れ
た
。

　

核
の
ゴ
ミ
は
10
万
年

に
も
わ
た
り
放
射
能
を

出
す
た
め
、
深
地
層
に

埋
め
て
処
分
す
る
と
し

て
お
り
、
文
献
調
査
に

応
じ
る
だ
け
で
自
治
体

に
は
２
年
間
で
最
大
20

億
円
を
交
付
す
る
と
し
て
い

る
。

　

国
に
対
し
、
正
式
に
処
分

地
受
け
入
れ
を
拒
否
す
る
と

と
も
に
、
住
民
説
明
会
や
地

質
調
査
等
も
必
要
な
い
と
通

知
す
べ
き
で
は
。

「核のゴミ」最終処分場

受け入れにＮ
ノ ー

Ｏ！を

断固反対する町長
前
ま え

崎
ざ き

　茂 議員

　

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物

の
最
終
処
分
に
つ
い
て
は
、

一
た
び
事
故
が
起
こ
る
と
二

度
と
そ
の
土
地
に
住
む
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
恐
れ
が
あ

影
響
試
算
は
こ
れ
か
ら

関
係
団
体
と
歩
調
を
合
わ
せ
る

日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ本

町
の
影
響
と
対
策
は　

町
長

前
ま え

崎
ざ き

　茂 議員

本町の農業にも大きな影響が

質
問

７
月
６
日
、
ベ
ル

ギ
ー
で
安
倍
首
相

は
、
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
（
経
済
連

携
協
定
）
交
渉
の
「
大
枠
合

意
」
を
発
表
し
た
。

　

農
産
品
分
野
で
は
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）

で
さ
え
守
っ
た
カ
マ
ン
ベ
ー

ル
チ
ー
ズ
な
ど
に
も
関
税
輸

入
枠
を
設
定
し
た
。
ま
た
、

豚
肉
の
関
税
で
は
、
現
在
の

１
キ
ロ
当
た
り
４
８
２
円
を

10
年
か
け
て
約
１
割
の
50
円
、

牛
肉
は
現
行
38
・
５
％
の
関

税
を
16
年
目
に
は
９
％
ま
で

下
げ
る
と
し
て
い
る
。
十
勝

の
酪
農
及
び
畜
産
に
と
っ
て

は
避
け
ら
れ
な
い
問
題
で
あ

る
。

　

日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
で
の
本
町
の

影
響
試
算
は
。
ま
た
、
今
後

の
対
策
は
。

村
瀨
町
長

答
弁

　

現
在
、
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉

の
具
体
的
内
容
は
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
影
響

試
算
は
し
て
い
な
い
。
今
後
、

国
に
お
い
て
農
業
支
援
を
柱

と
す
る
国
内
対
策
を
ま
と
め
、

そ
の
効
果
を
折
り
込
ん
だ
影

響
試
算
が
公
表
さ

れ
る
予
定
で
あ
り
、

本
町
へ
の
影
響
に

つ
い
て
継
続
的
に

把
握
、
分
析
し
て

い
く
。

　

今
後
も
引
き
続

き
国
際
情
勢
や
国

の
動
き
な
ど
を
注

視
し
、
関
係
団
体

と
一
体
と
な
っ
て
、

国
に
万
全
な
対
応

を
強
く
求
め
て
い

く
。
そ
し
て
、
国

費
事
業
を
積
極
的
に
活
用
し
、

収
益
性
の
高
い
力
強
い
第
一

次
産
業
づ
く
り
に
向
け
た
必

要
な
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

る
。
知
ら
な
い
間
に
最
終
処

分
場
の
候
補
地
や
地
質
調
査

の
対
象
地
に
な
る
こ
と
は
な

い
と
考
え
て
い
る
が
、
十
勝

管
内
で
最
適
地
と
選
定
さ
れ

た
他
町
と
連
携
し
な
が
ら
、

最
終
処
分
場
の
受
け
入
れ
に

断
固
反
対
す
る
。
ま
た
、
今

後
情
報
提
供
等
が
あ
れ
ば
、

速
や
か
に
公
表
し
て
い
く
。

　

議
会
に
お
い
て
一
般
質
問

で
答
弁
し
た
こ
と
が
、
広
尾

町
の
「
核
の
ゴ
ミ
最
終
処
分

場
受
け
入
れ
断
固
反
対
」
の

表
明
で
あ
る
。

「核のゴミ」最終処分場の要件・基準
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冬
期
援
護
制
度
が

廃
止
さ
れ
て
以
降
、

村
瀨
町
長

答
弁

質
問

十
勝
管
内
で
は
大
樹
町
、
幕

別
町
、
士
幌
町
な
ど
、
町
独

自
に
季
節
労
働
者
の
冬
期
雇

用
対
策
事
業
を
実
施
し
て
い

る
。

　

本
町
で
は
、
平
成
20
年
度

に
３
０
７
万
円
、
平
成
23
年

度
に
４
３
０
万
円
の
事
業
を

実
施
し
、「
仕
事
が
な
い
と

き
に
助
か
っ
た
」
と
の
声
が

寄
せ
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
、

季
節
労
働
者
で
希
望
す
る
人

が
誰
で
も
応
募
し
て
就
労
で

き
る
事
業
は
実
施
さ
れ
て
い

な
い
。

　

先
進
市
町
村
の
実
施
状
況

を
参
考
に
、
冬
期
間
失
業
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
季
節

労
働
者
の
仕
事
づ
く
り
に
力

を
入
れ
る
べ
き
で
は
。

　

平
成
19
年
度
か
ら
通
年
雇

用
促
進
支
援
事
業
を
推
進
し

て
い
る
が
、
建
設
業
関
係
で

は
期
待
す
る
ほ
ど
の
実
績
が

な
く
、
転
職
も
さ
ら
に
厳
し

い
現
状
に
あ
る
。

　

国
が
制
度
を
や
め
た
受
け

皿
と
し
て
対
策
を
講
じ
た
が
、

他
町
村
が
行
っ
て
い
る
雑
木

処
理
等
の
仕
事
は
本
町
で
は

あ
ま
り
な
く
、
非
効
率
と
な
っ

て
し
ま
う
た
め
、
冬
期
間
に

工
事
を
発
注
す
る
こ
と
で
少

先進事例を参考に 冬期雇用対策に力を

旗
は た

手
て

恵子 議員

今年度も冬期に解体撤去工事を発注町長

平
成
30
年
度
か
ら

都
道
府
県
化
を
開

始
す
る
た
め
の
準
備
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
道
が
試
算
し

た
保
険
税
は
い
く
ら
か
。

　

道
か
ら
赤
字
解
消
計
画
作

成
の
指
導
が
あ
り
、
本
町
の

行
政
改
革
に
お
い
て
も
税
率

の
見
直
し
に
よ
り
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
減
額

す
る
計
画
で
あ
る
が
、
国
や

道
の
激
変
緩
和
措
置
は
不
十

分
な
も
の
で
あ
り
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
り
入
れ
は
継
続

す
べ
き
。

　

低
所
得
者
が
加
入
す
る
公

的
保
険
は
、
国
の
負
担
で
支

え
る
も
の
で
あ
り
、
国
保
税

の
引
き
下
げ
、
国
の
負
担
増

額
を
求
め
る
べ
き
で
は
。

村
瀨
町
長

答
弁

質
問

　

道
が
仮
算
定
し
た
保
険
税

で
は
、
赤
字
補
て
ん
分
を
含

む
現
行
保
険
税
率
と
比
べ
て

１
％
の
伸
び
率
と
な
っ
た
。

　

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入

を
関
係
団
体
と
連
携
し
な
が

ら
要
請
し
て
い
く
。

れ
に
つ
い
て
は
、
法
定
繰
入
、

施
策
等
に
係
る
繰
り
入
れ
は

引
き
続
き
行
っ
て
い
く
が
、

本
来
保
険
税
で
賄
わ
れ
る
べ

き
赤
字
分
は
削
減
し
た
い
。

本
町
は
今
ま
で
住
民
の
負
担

が
増
え
な
い
よ
う
努
め
て
き

た
が
、
財
政
を
逼
迫
さ
せ
る

要
因
と
な
っ
て
い
る
。
新
た

な
行
政
改
革
に
合
わ
せ
て
、

住
民
負
担
が
一
気
に
増
え
な

い
よ
う
、
段
階
的
に
赤
字
を

解
消
す
る
計
画
を
立
て
て
い

る
。
し
っ
か
り
と
住
民
に
説

明
し
て
い
く
。

　

今
後
も
引
き
続
き
国
庫
負

担
な
ど
、
財
源
確
保
・
拡
充

旗
は た

手
て

恵子 議員

段
階
的
な
見
直
し
を
検
討

国
保
の
都
道
府
県
化

保
険
税
は
ど
う
な
る
？

町
長

　国民健康保険の都道府県化とは
　国保は、市町村が個別に運営してきましたが、平成30年度か

らは中心的役割を都道府県が担い、運営することとなりました。

保険税は、都道府県が市町村ごとに医療費・所得水準を考慮し

て国保事業費納付金を決定し、納付に必要な標準保険税率を示

します。市町村はその率を参考に保険税率を定め、徴収した保

険税を財源に納付します。なお、保険証の発行などは今までど

おり市町村が行います。

町独自の冬期雇用対策が必要では

し
で
も
雇
用
の
受
け

皿
が
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

　

今
年
度
は
豊
似
公

民
館
の
解
体
撤
去
を

冬
期
間
の
雇
用
を
確

保
す
る
事
業
と
し
て

行
い
、
受
注
業
者
に

季
節
労
働
者
の
雇
い

入
れ
が
可
能
か
、
趣

旨
を
理
解
し
て
い
た

だ
く
よ
う
努
力
し
た

い
。
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笹
原
教
育
長

答
弁

質
問

平
成
18
年
度

よ
り
ス
タ
ー

ト
し
た
中
高
一
貫
教
育

も
、
平
成
28
年
３
月
で

10
年
の
節
目
を
迎
え
、

今
年
度
は
12
年
目
と
な

っ
て
い
る
。

　

中
学
か
ら
高
校
の
６

年
間
を
通
じ
一
貫
し
て

取
り
組
む
教
育
活
動
の

メ
リ
ッ
ト
と
は
。

　

ま
た
、
中
高
一
貫
教

育
を
継
続
す
る
た
め
の

課
題
や
今
後
の
展
望
は
。

　

広
尾
高
校
の
安
定
し

た
２
間
口
確
保
の
た
め
、

広尾町議会だより　2017年12月１日
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次のページは「常任委員会」

中高生徒合同で清掃活動も実施

減
少
傾
向
に
あ
る
入
学
者
数

を
総
体
的
に
増
や
す
に
は
ど

う
取
り
組
む
べ
き
か
。

　

十
勝
管
内
で
も
増
え
て
い

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
の
検
討
は
。

中高一貫教育の成果と今後の課題は

学力がアップ、継続には生徒数の確保が重要教育長
浜
は ま

頭
がしら

　勝 議員

　

中
高
一
貫
教
育
開
始
当
初
、

全
道
平
均
を
下
回
っ
て
い
た

基
礎
学
力
テ
ス
ト
が
、
平
成

25
年
度
以
降
は
上
回
る
結
果

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
生

徒
会
や
部
活
動
交
流
を
通
し
、

広
尾
高
校
の
魅
力
を
伝
え
、

入
学
時
の
不
安
解
消
や
地
元

※コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）
　学校や保護者、地域住民が連携、協力して学校運営に意見を反映さ
せることで、子どもたちの豊かな成長を支え「地域とともにある学
校づくり」を進める仕組みのこと

※

へ
の
愛
着
心
を
作
り
出
す
こ

と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

中
高
一
貫
教
育
を
継
続
す

る
た
め
に
も
生
徒
数
の
確
保

が
重
要
で
あ
り
、
ま
ち
づ
く

り
と
連
動
し
た
広
尾
高
校
の

魅
力
づ
く
り
を
進
め
、
資
格

検
定
や
通
学
費
の
補
助
な
ど

の
支
援
策
を
Ｐ
Ｒ
し
、
入
学

者
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
に
つ
い
て
は
、
小
中
学
校

に
限
ら
ず
、
高
校
の
存
続
に

も
非
常
に
効
果
の
あ
る
取
り

組
み
だ
と
考
え
、
実
施
に
向

け
て
準
備
し
て
い
る
。
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総務常任委員会

委員長　旗手恵子　副委員長　小
こ

田
だ

英勝

調査日　平成29年７月31日

高齢者の生活を支援

　

「
ゆ
り
か
ご
か
ら
墓
場
ま
で
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
町
民
の
保

健
、
福
祉
、
医
療
の
関
連
施

設
を
集
積
し
、
こ
れ
ら
の
サ
ー

ビ
ス
が
包
括
的
に
提
供
で
き

る
よ
う
「
保
健
福
祉
医
療
ゾ
ー

ン
」
が
作
ら
れ
た
。

　

そ
の
中
で
も
、
高
齢
化
社

会
に
お
い
て
福
祉
施
設
は
大

き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

介
護
保
険
を
利
用
し
た
施
設

の
活
用
な
ど
、
各
福
祉
施
設

の
視
察
調
査
を
行
っ
た
。

　

左
記
の
表
の
ほ
か
に
、
通

所
介
護
事
業
を
行
う
「
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ひ

ろ
お
」
を
社
会
福
祉
協

議
会
が
運
営
し
て
い
る
。

　

利
用
定
員
は
１
日
35

名
で
、
基
本
週
１
回
だ

が
、
利
用
者
の
状
況
に

よ
り
週
２
～
３
回
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
、
平

成
28
年
度
は
１
日
23
名

の
利
用
実
績
で
あ
っ
た
。

　

現
在
の
施
設
は
築
22

年
で
老
朽
化
が
進
み
、

１
日
の
利
用
定
員
を
15

人
と
し
て
建
設
さ
れ
た

た
め
、
手
狭
な
状
況
で

あ
る
と
説
明
が
あ
っ
た
。

　

高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、

認
知
症
高
齢
者
や
介
護
が
必

要
な
高
齢
者
の
重
症
化
予
防
、

適
切
な
支
援
体
制
整
備
が
よ

り
一
層
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

本
町
で
は
、
団
塊
の
世
代

が
後
期
高
齢
者
と
な
る
２
０

２
５
年
を
見
据
え
、
高
齢
者

が
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た

地
域
で
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
に

応
じ
て
自
立
し
た
日
常
生
活

を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

「
医
療
」、「
介
護
」、「
介
護

予
防
」、「
住
ま
い
」、「
生
活

支
援
」
の
サ
ー
ビ
ス
が
継
続

的
・
包
括
的
に
確
保
さ
れ
る

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

の
構
築
を
重
要
課
題
と
し
、

第
５
次
ま
ち
づ
く
り
計
画
の

基
本
目
標
「
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
支

え
合
い
の
ま
ち
づ
く
り
」
を

目
指
し
て
、
計
画
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
度
か
ら

ス
タ
ー
ト
す
る
次
期
高
齢
者

保
健
福
祉
・
介
護
保
険
計
画

で
は
、
新
た
な
施
設
、
サ
ー

ビ
ス
が
登
載
予
定
で
あ
り
、

さ
ら
な
る
高
齢
者
福
祉
の
増

進
が
期
待
さ
れ
る
。

　常任委員会　所管事務調査
福祉施策の今とこれから

今
後
の
展
望

「保健福祉医療ゾーン」の福祉施設

施設名

入所対象

入所定員

入所状況

（平成29年10月末）

特別養護老人ホームつつじ苑

・原則65歳以上

・要介護認定を受けている

・常時、介護が必要

・在宅で介護を受けることが困難

50名

50名

養護老人ホームかもめ

・原則65歳以上

・在宅で養護を受けることが困難

・当該市町村で措置決定されている

50名

50名

生活支援ハウスなごみ

・概ね60歳以上で広尾町に住所がある

・独立して生活することに不安がある

・介護度が要介護１以下

20名

20名

※特別養護老人ホームつつじ苑では、介護者不在などで一時的に

在宅生活を送ることが困難な方を対象に、短期入所生活介護（ショー

トステイ）・障害短期入所も行っている デイサービスセンターひろおを視察

医療・介護・住まいの充実で
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「議員協議会（第５次行革）」

調査日　平成29年８月８日

ひろお

産業常任委員会

委員長　北藤利通　副委員長　志村國昭

　

平
成
28
年
４
月
の
暴
風
に

よ
り
大
規
模
な
風
倒
木
被
害

が
発
生
し
、
８
月
に
相
次
い

で
上
陸
、
接
近
し
た
台
風
が

追
い
打
ち
を
か
け
た
。

　

被
害
は
伐
期
を
迎
え
た
人

工
林
に
多
く
、
ト
ド
マ
ツ
は

幹
が
折
れ
、
カ
ラ
マ
ツ
で
は

根
返
り
を
伴
っ
た
倒
状
が
多

く
確
認
さ
れ
、
主
に
豊
似
、

野
塚
地
区
の
海
岸
線
寄
り
の

地
域
に
大
き
な
被
害
が
あ
っ

た
。
被
害
面
積
は
本
町
の
民

有
林
面
積
の
約
６
％
に
及
ぶ

９
２
４
・
８
９
ヘ
ク
タ
ー
ル

風倒木被害の現状
　常任委員会　所管事務調査リスク管理技術の早期確立が望まれる

被害木整理現場（道道広尾大樹線沿い）を視察

と
な
り
、
被
害
額
は
推
計
で

９
億
６
０
０
０
万
円
以
上
に

達
し
て
い
る
。

　

本
町
で
は
、
か
つ
て
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
森
林
被
害

と
な
っ
た
。

風
倒
木
被
害
の
概
要

復
旧
に
向
け
た
取
り
組
み

倒
木
の
処
理

今
後
の
課
題
と
対
策

　

被
害
発
生
直
後
か
ら
復
旧

に
向
け
た
要
請
活
動
を
行
い
、

「
気
象
災
害
」
の
指
定
を
受
け
、

森
林
環
境
保
全
事
業
（
補
助

率
68
％
）の
採
択
に
よ
り
、国

や
道
の
財
政
支
援
で
被
害
木

整
理
が
可
能
と
な
っ
た
。
森

林
災
害
復
旧
計
画
に
基
づ
き
、

地
域
林
業
、

木
材
産
業
の

振
興
に
支
障

が
生
じ
な
い

よ
う
対
応
し

て
い
る
。
平

成
31
年
度
ま

で
に
復
旧
造

林
の
完
了
を

目
指
し
、
計

画
に
沿
っ
た

事
業
を
実
施

し
て
い
る
。

　

平
成
28
年
度
決
算
に
係
る

事
業
収
支
は
、
総
事
業
費

８
３
４
４
万
８
２
９
１
円
に

対
し
、
補
助
金
収
入
４
３
３

２
万
２
２
５
４
円
、
素
材
販

売
収
入
４
６
２
０
万
５
２
６

９
円
で
６
０
７
万
９
２
３
２

円
の
黒
字
と
な
っ
て
い
る
が
、

処
理
さ
れ
た
素
材
の
搬
出
、

販
売
が
積
雪
な
ど
の
影
響
で

翌
年
度
に
繰
り
越
さ
れ
た
も

の
も
あ
り
、
こ
れ
を
加
え
る

と
２
０
０
０
万
円
を
超
え
る

黒
字
と
な
る
。

　

倒
木
処
理
は
順
調
に
実
施

さ
れ
て
お
り
、
今
後
に
お
い

て
も
素
材
の
処
理
、
販
売
、

植
林
な
ど
計
画
的
に
進
め
る
。

①
風
倒
害
リ
ス
ク
管
理
技
術

の
構
築

　

風
倒
木
の
発
生
は
、
土
壌

な
ど
の
立
地
、
林
分
構
造
、

森
林
の
施
業
履
歴
な
ど
と
関

係
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、
未
だ
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
応

じ
た
リ
ス
ク
管
理
技
術
は
構

築
さ
れ
て
お
ら
ず
、
早
期
確

立
が
望
ま
れ
る
。

暴風・台風による

　

北
海
道
立
総
合
研
究
機
構

は
、
平
成
30
年
度
か
ら
32
年

度
に
か
け
て
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
と
森
林
情
報
の
整
理
、
デ
ー

タ
分
析
に
よ
る
風
倒
害
リ
ス

ク
の
割
り
出
し
な
ど
、
効
果

的
な
対
策
手
段
の
シ
ス
テ
ム

開
発
に
取
り
組
む
と
し
て
い

る
。
本
町
に
対
し
実
証
実
験

の
展
開
要
請
が
あ
り
、
積
極

的
に
協
力
し
て
い
く
。

②
本
町
に
お
け
る
森
林
管
理

体
制
の
充
実

　

森
林
所
有
者
の
造
林
意
欲

が
低
下
し
、
放
棄
さ
れ
る
林

地
が
広
が
ら
な
い
よ
う
治
山

及
び
森
林
整
備
事
業
に
つ
い

て
は
、
中
長
期
的
な
計
画
の

も
と
、
国
や
道
が
責
任
を
持
っ

て
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
行
政
に
は
人
的
な

調
査
体
制
の
確
立
と
素
早
い

情
報
収
集
、
併
せ
て
森
林
境

界
な
ど
の
測
量
能
力
や
観
察

機
能
の
強
化
が
求
め
ら
れ
る
。

　

本
町
に
お
い
て
は
現
在
使

用
し
て
い
る
Ｇ
Ｉ
Ｓ
（
地
理

情
報
シ
ス
テ
ム
）
機
材
に
加

え
、
産
業
用
ド
ロ
ー
ン
の
早

期
導
入
が
必
要
で
あ
る
。
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本
町
の
財
政
状
況
が
今
後

危
機
的
状
況
に
な
る
見
通
し

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
町
は

平
成
30
年
度
か
ら
７
年
間
の

計
画
で
「
第
５
次
行
政
改
革

大
綱
」
を
策
定
す
る
こ
と
と

し
、
３
月
に
行
政
改
革
推
進

本
部
、
４
月
に
町
民
12
人
を

委
員
と
す
る
行
政
改
革
推
進

委
員
会
（
以
下
「
行
革
委
員

会
」）
を
設
置
し
、
行
革
大

綱
（
案
）
の
検
討
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

行
政
改
革
推
進
本
部
で
策

定
し
た
大
綱
原
案
を
行
革
委

員
会
に
諮
問
し
、
５
回
に
わ

た
り
審
議
。
町
民
か
ら
の
意

見
公
募
を
実
施
し
、
７
月
26

日
に
開
催
さ
れ
た
行
革
委
員

会
で
意
見
を
付
し
て
答
申
が

あ
り
ま
し
た
。

※
答
申
内
容
、
意
見
公
募
は

左
ペ
ー
ジ
に
掲
載

　

町
の
将
来
に
か
か
わ
る
重

要
な
問
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

広
尾
町
議
会
で
は
議
員
協
議

会
を
開
催
し
、
説
明
を
受
け

て
内
容
に
つ
い
て
質
し
ま
し

た
。

広尾町議会だより　№184
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※議員協議会
　地方自治法第100条第12項の規定に基づき、議案審査または議会運営に関する
協議または調整を行う場として会議規則により設置された会議。各議会により
名称は異なりますが、広尾町議会では「議員協議会」と称しています。

　議員全員で構成し、議長が会議を招集しますが、議案の審議・議決は行いません。

第５回

議員協議会

8/23

率的な行財政運営に
限られたお金・人材を有効に活用

策
定
の
経
過

※

取り組み項目
いつから

実施するか

内　容 効果額

＜主な行政改革の取り組み＞
今回の行政改革（H30～36の７年間）

効果額は　約15.4億円

特別職給料の減額 平成30年４月

給料月額の減

　町　長 △ 10％

　副町長 △　5％

　教育長 △　3％

※実施期間は現町長の

任期中

＜削減額＞

Ｈ30年度

　　195.6万円

Ｈ31年度

　　195.6万円

敬老祝金の見直し 平成30年４月

節目の年齢ごとに支給する

よう見直す

　77歳（喜寿）  1万円

　88歳（米寿）  3万円

 100歳（長寿）10万円

※現在は70歳（古希）に

　２万円、75歳から2.7

　万円もしくは2.2万円を

　毎年支給

＜削減額＞

Ｈ30年度

　　4052万円

Ｈ31年度

　　4040万円

Ｈ32年度

　　4057万円

介護保険サービス
利用者負担軽減
給付金の見直し

平成30年８月

利用者負担にかかる

軽減率の見直し

現行 70％ → 25％

※当初案では制度の廃止

を予定していたが、行

革委員会などの意見を

受け、率の見直しとし

たもの

＜削減額＞

Ｈ30年度

　　   248万円

Ｈ31年度

　　   373万円

Ｈ32年度

　　   373万円

町民負担増

・水道、下水道使用料の見直し（値上げ）

・国民健康保険税の税率見直し（増税）

・各種使用料・手数料の見直し

　（料金の見直しや消費税を外税化）

・選挙投票所などの見直し

　（漁村改善センター、紋別研修センターを

　　他の投票所と統合など）

・組織の見直しによる課、係の統合など

他にも・・・
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会議・どうなった？あの質問」

今後の収支・基金（貯金）残高の見込み

【
意
見
】

○
選
挙
投
票
所
の
統
合
、
投

票
時
間
の
繰
り
上
げ
は
、

投
票
率
の
低
下
と
な
ら
な

い
よ
う
慎
重
に
判
断
を
。

ま
た
、
投
票
所
の
統
合
は

機
械
的
に
判
断
せ
ず
、
地

域
の
事
情
を
考
慮
し
て
ほ

し
い
。

○
高
齢
者
に
と
っ
て
厳
し
い

内
容
と
な
っ
て
い
る
。
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

負
担
軽
減
給
付
金
は
廃
止

で
は
な
く
、
給
付
率
の
見

直
し
に
と
ど
め
る
よ
う
に

再
検
討
を
望
む
。

○
行
政
改
革
の
取
り
組
み
内

容
を
町
民
に
対
し
て
丁
寧

に
説
明
し
て
ほ
し
い
。

○
敬
老
会
の
今
後
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
討
を
。

より効

将来にわたり豊かに暮らせるまちとするために、

　　　　　　　　今やらなくてはならないこととは

第５次
行政改革

　

第
５
次
行
政
改
革
大
綱（
案
）

の
内
容
に
つ
い
て
は
概
ね
妥

当
と
認
め
、
意
見
を
付
し
て

原
案
を
了
承
し
ま
す
。

　

大
綱
の
決
定
に
当
た
っ
て

は
、
本
答
申
を
尊
重
し
、
町

民
の
十
分
な
理
解
と
協
力
の

も
と
、
積
極
的
な
行
政
改
革

に
取
り
組
ま
れ
、
住
民
が
誇

り
を
持
て
る
町
づ
く
り
を
実

現
さ
れ
る
よ
う
希
望
し
ま
す
。

平
成
29
年
７
月
26
日

広
尾
町
行
政
改
革
推
進
委
員
会

　
　
　

会
長　

下
森　

現
勇

行
政
改
革
推
進
委
員
会
か
ら
の
答
申
及
び
意
見
（
抜
粋
）

町民からの意見公募

６／１ ～ 20　実施

提出された意見は

ありませんでした

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

特
別
職
給
料
減
額

一
昨
年
給
料
月
額
を
上

げ
た
ば
か
り
で
あ
る
。

問な
ぜ
今
回
減
額
す
る
の
か
。

職
員
に
も
協
力
し
て
も
ら
う

べ
き
で
は
。

答

今
回
の
行
政
改
革
で
は

町
民
負
担
が
増
と
な
る

見
直
し
が
あ
り
、
理
事
者
の

姿
勢
を
示
す
意
思
で
の
減
額

で
あ
る
。
職
員
数
が
非
常
に

少
な
い
厳
し
い
状
況
で
あ
る

が
、
現
体
制
で
乗
り
切
っ
て

い
き
た
い
と
職
員
に
も
理
解

を
求
め
て
了
解
さ
れ
て
い
る
。

投
票
時
間
繰
り
上
げ

市
街
地
投
票
所
の
投
票

時
間
の
1
時
間
繰
り
上

問げ
は
、
投
票
者
の
権
利
を
奪

う
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。

答

期
日
前
投
票
が
十
分
浸

透
し
て
い
る
と
考
え
て

い
る
が
、
町
選
管
と
も
協
議

し
、
法
を
遵
守
す
る
中
で
検

討
し
て
い
く
。

介
護
サ
ー
ビ
ス

行
革
委
員
会
の
意
見
を

受
け
て
、
制
度
廃
止
か

問ら
率
の
見
直
し
に
変
更
と

な
っ
た
。
そ
う
し
た
判
断
の

基
準
は
。

答

国
の
制
度
廃
止
時
に
半

分
以
上
の
市
町
村
が
制

度
を
廃
止
し
た
が
、
本
町
は

軽
減
措
置
を
行
っ
て
い
た
。

今
回
、
厳
し
い
財
政
状
況
も

あ
り
制
度
廃
止
を
提
案
し
た

が
、
行
革
委
員
会
か
ら
の
強

い
意
見
を
受
け
て
率
の
見
直

し
に
と
ど
め
た
。
サ
ー
ビ
ス

が
後
退
し
た
部
分
に
つ
い
て

は
、
町
民
に
き
ち
ん
と
説
明

し
て
理
解
い
た
だ
く
。
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議
会
モ
ニ
タ
ー
会
議
 8

17　

　

定
数
削
減
、
報
酬
増
額
は

な
り
手
不
足
解
消
に
つ
な
が

る
の
か
。
議
員
活
動
の
詳
し

い
内
容
な
ど
町
民
が
も
っ
と

わ
か
る
よ
う
に
示
し
た
方
が

よ
い
の
で
は
。
報
酬
は
そ
の

活
動
に
見
合
う
額
に
す
べ
き
。

　

議
会
モ
ニ
タ
ー
４
人
、
議

員
７
人
が
出
席
し
て
、議
会
・

議
員
活
動
や
議
会
運
営
な
ど

に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し
ま

し
た
。

酒井

実
際
に
住
民
は
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。
町
民

が
活
動
し
て
い
る
場
に
、
議

員
の
姿
が
見
え
な
い
。
日
常

的
な
行
動
か
ら
も
、
な
り
手

不
足
解
消
に
つ
な
が
る
こ
と

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

町
民
に
い
ろ
い
ろ
な
情

報
を
示
す
必
要
が
あ
る
。

大
変
だ
が
、
一
歩
ず
つ
地
道

に
や
っ
て
い
く
し
か
な
い
。

大庭

豊
似
の
報
告
会
に
参
加

し
て
良
い
勉
強
に
な
っ

　

音
調
津
の
報
告
会
に
参
加

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
継
続
し

て
報
告
会
を
実
施
し
て
い
く

こ
と
が
大
事
で
あ
り
、
そ
れ

に
よ
り
少
し
ず
つ
浸
透
し
て

い
く
と
思
う
。

た
。
議
員
は
町
民
と
町
と
の

橋
渡
し
的
な
役
割
な
の
で
は

な
い
か
。

下森

議
場
を
使
っ
た
コ
ン

サ
ー
ト
に
つ
い
て
、
町

思
う
。
た
だ
、
コ
ン
サ
ー
ト

は
あ
く
ま
で
人
を
導
く
手
段

で
あ
り
、
議
会
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う

狙
い
を
き
ち
ん
と
持
っ
て
実

施
し
て
ほ
し
い
。

民
が
足
を
運
び
や
す
い
イ
ベ

ン
ト
を
行
う
こ
と
は
良
い
と

　

高
齢
者
に
と
っ
て
病
院
、

買
い
物
は
何
と
か
し
て
ほ
し

い
課
題
。
品
揃
え
が
多
く
な

く
て
も
い
い
の
で
、
お
し
ゃ

べ
り
し
な
が
ら
買
え
る
店
が

あ
れ
ば
い
い
。

　

町
民
か
ら
も
っ
と
ま
ち
を

盛
り
上
げ
る
行
動
を
。

　

議
会
報
告
会
の
意
見
に
も

あ
っ
た
が
、
モ
ニ
タ
ー
を
増

員
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

※
そ
の
後
の
議
員
協
議
会
で

モ
ニ
タ
ー
を
増
員
す
る
方

針
を
決
定
し
ま
し
た
。

第６回
議員
協議会
9/12

「認定こども園」へ移行
入所者増でひろお保育園を増築

保育園と幼稚園を統合した

　

子
育
て
支
援
体
制
を
拡
充

さ
せ
る
た
め
、
ひ
ろ
お
保
育

園
と
ひ
ろ
お
幼
稚
園
を
統
合

し
た
「
認
定
こ
ど
も
園
」
を

平
成
31
年
４
月
に
開
設
す
る

予
定
で
あ
る
と
町
か
ら
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
に
行
っ
た
推
計

と
比
べ
て
出
生
数
が
減
少
し

て
お
ら
ず
、
各
種
施
策
の
実

施
等
に
よ
り
出
生
減
に
一
定

程
度
の
歯
止
め
が
か
か
っ
て

い
る
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
保
育
料
の
軽
減
や

出
産
後
早
い
時
期
か
ら
保
育

を
希
望
す
る
傾
向
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
入
所
児
童
数
も
推

計
よ
り
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
幼
保
一
元
化
し
た

場
合
、
現
状
の
施
設
で
は
入

所
を
希
望
す
る
全
て
の
児
童

を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き

な
い
た
め
、
来
年
度
ひ
ろ
お

保
育
園
に
保
育
室
を
２
部
屋

増
築
し
て
対
応
し
た
い
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

出
生
率
低
下
に

一
定
の
歯
止
め

入所児童数は推計よりも増加

入所児童数の比較 平成27年 平成28年 平成29年

平成24年

推計

統合保育所 82 75 70

幼稚園 35 32 30

現状
ひろお保育園 105 105 107

幼稚園 34 29 21

今の定員数（115人）では全員の入所は不可能

年度 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35

児童数（人） 126 130 127 115 127 121

幼保一元化による入所児童数の将来推計

議
員
定
数
・
議
員
報
酬

下森孝俊
さん

會川議
員
か
ら
の
情
報
発
信

會川英二
さん

そ
　
の
　
他

大庭ひとみ
さん

酒井敏夫
さん

※議会モニター
　議会・議員の活動や議会運営などについて町民からの意見をいただくため、
委嘱しています。現在のモニターは６人（酒井敏夫さん、下森孝俊さん、
石原由紀江さん、會川英二さん、大庭ひとみさん、菊地亜希さん）で、任
期は平成31年５月までです。（２年間）

※

（単位：人）
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追跡! どうなった？あの質問どうなった？あの質問

過去に行われた一般質問がその後の町政にどう反映されたか、

追跡・調査しました。

質問
町外からの生徒のために 　　

　　　　　　 下宿の整備を
（平成28年９月定例会・渡辺富久馬議員）

町外からの広尾高校入学者を獲得するため、下宿

施設が必要であり、民間の活用を促すべき。また、

親の負担軽減のため、下宿代を補助する考えは。

答弁 早急に結論を出す

教育委員会とも協議して、経済対策も含め早急に

結論を出し、来年度以降の入学希望者増につなげ

ていく。

どうなった？

民間による下宿が開設、　　　　　
　　　　　下宿代最大５万円を補助

民間による下宿が９月30日に完成し、えりも町か

らの生徒５人を受け入れている。また、平成29年

度当初予算で下宿代等の助成金300万円が計上さ

れた。

質問 防犯カメラ設置の考えは
（平成28年９月定例会・萬亀山ちず子議員）

事件の早期解決や抑止効果が期待できる防犯カメ

ラを設置することで、住民の不安を緩和できると

思う。十勝管内でも８町村が要所に設置している。

本町でも設置の考えは。

答弁 基準等を検討する

防犯カメラの設置は犯罪の抑止・防止などに大変

効果的である一方、プライバシー保護の問題もあ

る。使用目的の限定等、厳正な基準を定めるなど

検討したい。

どうなった？

広尾小学校の通学路に１台設置

平成29年度当初予算で１台分の設置費51万9000円

を計上。広尾小学校の通学路にあたる広尾保健所

付近の交差点に９月に設置した。運用していく中

で、今後増設するか検討する。

21
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次のページは

「議会日誌・臨時会・西海市訪問」

町と広尾警察署で防犯カメラ運用にかかる協定を締結（10／11） 下宿完成で遠方からの入学希望者増に大きな期待
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【９月】

１日　第４回議会運営委員会

６日　第３回広尾町議会定例会（～15日）

８日　市街地区敬老会

10日　福祉まつり

12日　第６回議員協議会

15日　議会広報編集会議

19日　特養・老人ホーム・生活支援ハウス合同敬老会

20日　開町記念式典

30日　広尾高校生下宿「学生会館とかち」開所式

【10月】

１日　自民党・中川ゆうこ十勝連合後援会合同事務所開き（帯広市）

５日　長崎県西海市表敬訪問（～７日・長崎県西海市）

10日　巡視船とかち初入港歓迎式

14日　陸上自衛隊第４普通科第２中隊と広尾町自衛隊協力会

との親睦パークゴルフ大会

18日　当別町議会運営委員会行政視察　来町

24日　産業常任委員会行政視察（～25日・安平町、札幌市）

26日　高齢者スポーツ大会

28日　巡視船とかち就役式典・祝賀会

　　　サンタランドツリー点灯式

【11月】

７日　十勝町村議会議長会議員研修会（更別村）

８日　議会広報編集会議

議会活動日誌
平成29年９月～11月

12日　東京広尾会（11日～・東京都）

15日　総務常任委員会行政視察（本別町、足寄町）

17日　第４回議会広報特別委員会

　　　総務常任委員会行政視察（新得町）

20日　地方自治法施行70周年記念式典（19日～・東京都）

22日　町村議会議長全国大会（21日～・東京都）

27日　とかち広域消防事務組合議会定例会（帯広市）

　　　十勝圏複合事務組合議会定例会（帯広市）

　　　十勝環境複合事務組合議会定例会（帯広市）

閉会中の所管事務調査
　各常任委員会と議会運営委員会は、平成29年
第４回定例会までの閉会中に、次の所管事務調
査を実施します。

◇総務常任委員会
①住民主体の福祉施策の取り組みについて
②認定こども園の運営について
③障がい者の就労対策について

◇産業常任委員会
①生活環境に配慮した大規模農場の取り組みについて
②十勝沿岸における有効な栽培漁業とマツカワ種苗供給の
見通しについて

◇議会運営委員会
①議会の運営に関する事項について
②議会の基本条例、会議規則等に関する事項について
③議長の諮問に関する事項について

長崎県西海市を
表敬訪問

　堀田議長と村瀨町長が10月５日から７日の日程で姉

妹市町である長崎県西海市を訪れました。堀田議長は

初めての西海市訪問で、西海市役所では杉澤泰彦市長、

平野直幸議長と懇談したほか、名産イセエビの養殖場

や大島造船所、大島酒造などを視察しました。

西海市長らと懇談

西海市とは

　長崎県の西彼
その

杵
ぎ

半島北部に位置する自然環境に恵まれた人口約
３万人の市。主な産業は水産業、農業。水産業は沿岸漁業が中心で、
アジ、カサゴ、イセエビなど１年を通じて様々な魚種が水揚げされ
ている。農業は県内１位の生産額を誇る養豚業や、広尾毛がにまつ
りでも大人気のみかんの栽培が主なものとなっている。

西海市と広尾町の交流

　昭和61年から広尾町と長崎県大島町との姉妹町交流がスタート。
平成17年に大島町を含む５町が合併して「西海市」が誕生したこと
に伴い、平成18年７月に西海市との姉妹市町提携の調印を行った。
　以後、現在に至るまで小学生の相互交流、両市町のまつりに参加
しての物産交流などを進めている。

さいかいタンギーくん／ゆで☆
ぼし

大ちゃん さーたちゃん ※西海市市勢要覧より


